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主な内容

10.25
2013 年 No.800

◇ 平成 26年度「母子・寡婦福祉資金」予約貸付受付 ほか … 16 p ～ 17 p
◇ 【連載】市民協働参画シリーズ⑯ ほか … 18 p ～ 19 p
◇ お元気ですか！保健コーナー ほか … 20 p ～ 21 p
◇ むつ市情報ポケット ほか … 22 p ～ 27 p
◇ ある日、どこかで・・・

… 28 p ～ 30 p
　＆おでかけ市長室 大湊地区編 inみどりのさきもり館

◇ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ2013」ぜひムチュランファミリーへ！ … 2 p
◇ てっぺん下北サイトリニューアル ほか … 3 p
◇ メールモニター 市政だよりアンケートvol.9 ほか … 4 p ～ 5 p
◇ 11月 9日は「119番の日」 ほか … 6 p ～ 7 p
◇ むつ市『こども議会』開催 ほか … 8 p ～ 9 p
◇ むつ市議会だより ほか … 10 p ～ 15 p
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祝 0号

『 おかげさまで８００号 』
　「むつ市政だより」は、昭和 37 年 8 月の創刊以来、市民

のみなさまに支えられて 800 号となりました。今後もわか

りやすい紙面づくりに心がけていきます。

　写真は 10 月 6 日（日）開催の鹿島アントラーズサッカー教室
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◇携帯電話から
①「ゆるキャラグランプリ2013」で

検索し、ページ下部のＰＣサイ

トをクリックします。

②トップページ→「青森県」→

「ムッシュ・ムチュランⅠ世＆

マダム・ムチュリー」の順で進

み、ページ下部の「このキャラ

に投票する」をクリックし、投

票完了となります。

「ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ 2013」
　　むつ市公認候補 ムッシュ・ムチュランⅠ世＆マダム・ムチュリー

みなさまの1日 1票をぜひムチュランファミリーへ！

投票はパソコン・携帯電話・スマートフォンから
　　1アドレスで1日1回投票できます　投票期間11月 8日まで！
　　　　　まずは登録を　次回からは簡単、投票だけでOK！　

　『ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ』は、日本全国のゆるキャラ（Ｒ）が参加し、これまでのがん

ばりと地元への貢献度を投票という形で競い合う全国大会のようなものです。

　ムチュランファミリーは今年で 2度目の参加となります。昨年は全国60位、県内では

2位と健闘いたしましたが、今年は前回の成績を上回れるように頑張っていますので、市

民のみなさまもぜひ応援してください。

　 全国に「むつ市」を
　　宣伝するのじゃ！
投票よろしく頼むぞい！

〈詳しくは〉
ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ2013

公式ホームページ http://www.yurugp.jp/
市産業政策課 22-1111内線 2613

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

登
　
　
録

投
　
　
票

※スマートフォンは、携帯電話会社のメールアドレス（@docomo.ne.jp、@ezweb.ne.jp、@softbank.ne.jp 等）のみ登録

可能です。その他メールアドレスの登録はパソコンから行なってください。

◇携帯電話、スマートフォンはＱ

Ｒコードからでもアクセス可能

です。

　サイトオープンから3年目を迎える今年、各情報をより見やすく表示するとともに、より多くの情報が集まる「場」と

して機能するよう、サイトのリニューアルを行いました。

は、むつ下北地域のお店や商品の情報、その他さまざまな情報を発信している【てっぺんブログ】、

ネット販売システムを利用し、全国に向けてむつ下北地域の「逸品」を販売する【てっぺん下北の逸品】、思い出の学校、

お祭り情報、伝統芸能など、情報満載のネット博物館【思い出ミュージアム】など、多彩な内容となっています。

　ぜひ一度ご覧ください！

サイトリニューアル

●応援サポーター就任までの流れ

　①登録申込書の提出　②書類確認

　③登録（会員証の交付）

※16歳以上であればどなたでも応募できます。ただし、18歳

未満の方は保護者の同意が必要となります。

●元気むつ市応援隊「応援プロデューサー」とは

首都圏在住の市出身者等から産業振興に関する施策に

対する意見、提言、提案等を聴取し、今後の市政運営

に反映させ、市の発展に寄与することを目的として平

成21年に組織しました。

●応援サポーターとは

これまで「元気むつ市応援隊」は、意見、提言等の聴取

を目的に市長が依頼する「応援プロデューサー」のみで

　市では、産業振興、特に「むつ市のうまいは日本一！」推進ＰＲ事業として開催される市内外でのイベント等にご協力

いただける方、むつ市イメージキャラクターの活動にご協力いただける方、ならびに地域ポータルサイト「てっぺん下

北」において市の魅力や地域情報を広く発信（投稿）していただける方を元気むつ市応援隊「応援サポーター」として募集

します。むつ市民であるかどうかにかかわらず、どなたでも応援できますので、むつ市を応援したいという思いをお

持ちの方、ぜひお申し込みください。申込方法等の詳細は、市ホームページをご覧ください。

元気むつ市応援隊「応援サポーター」募集

構成していましたが、「応援サポーター」を新設し、より

具体的に活動いただける方を公募することとしました。

今後、元気むつ市応援隊は「応援プロデューサー」と「応

援サポーター」

とで構成され

ることとなりま

す。

◇『てっぺんブログ』新規会員募集中！

　むつ下北地域のさまざまな情報を発信している『てっぺんブログ』

では、この度のサイトリニューアルにともない、新規ブログ会員を大

募集しています。市内外で開催されているイベント情報やお知らせ、

むつ下北の“食”についての情報や感想、下北各所の風景、ムチュラ

ンファミリー目撃情報などなど。むつ下北に少しでも関わりのあるこ

となら何でもＯＫ！ ハンドルネームでの投稿が可能です。むつ下北

の情報が集まる「場」の『てっぺんブログ』に参加してみませんか？

　やり方は簡単！ 写真を貼付したメールを指定アドレスに送信する

だけなので、誰でも簡単に投稿可能です。

　申し込み方法等の詳細は、てっぺん下北サイトをご覧ください。

〈詳しくは〉
市産業政策課 22-1111内線 2612
『てっぺん下北』ホームページ

http://www.teppen-shimokita.jp/

〈問合せ・申込先〉
市産業政策課 22-1111内線 2613
　http://www.city.mutsu.lg.jp/

     ◇パソコンから                     ◇スマートフォンから
①「Yahoo!」や「Google」等の検索エンジンで「ゆるキャラグランプリ2013」を

検索、もしくはURL「http://www.yurugp.jp/」と入力し、ホームページへ

アクセスします。

　※「お気に入り登録」をすると次回からのアクセスが楽になります。

④トップページの「ゆるキャラリスト」から、「青森県」→「ムッシュ・ムチュ

ランⅠ世＆マダム・ムチュリー」の順で進み、メールアドレスとパスワー

ドを入力後、ページ下部の「このキャラに投票する」をクリックし、投票

完了となります。

②投票ＩＤの仮登録をします。

　「投票ＩＤ登録」からメールアド

レスとパスワードを入力し、登

録します。

③仮登録後、登録したメールアド

レスへ本登録用メールが届きま

すので、1時間以内に本登録を

します。

②投票ＩＤの仮登録をします。

　「投票ＩＤ登録」から「空メール」

を送信してください。

③仮登録後、登録したメールアドレ

スへ本登録用メールが届きますの

で、本登録をします。※ドメイン

拒否をしている場合は、ドメイン拒

否を解除するか「yurugp.jp」のドメイ

ンを許可してください。
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　市では、市民のみなさま（団体を除く）からいただいたご意見やご要望等の

うち、氏名が明記され、回答を希望されたもので、かつ、特定の個人を誹謗、

中傷しているものや公序良俗に反するものなどを除いたものについて、その

内容を市政だよりやホームページで公表しています。

　8月は、22件のご意見などをいただいています。そのうち上記に該当する

2件を公表します。

～「市民の声」公表します！～ 8月分
〈問合せ先〉

市秘書広聴課広報広聴担当

 22-1111内線 2155
川内庁舎管理課　  42-2111
大畑庁舎管理課　  34-2111
脇野沢庁舎管理課  44-2111

粗大ゴミ処理券取扱店について

【要　　望】

　むつ市ホームページの「市指定ごみ袋および粗大ごみ処

理券取扱店 むつ地区」を見て、粗大ゴミ処理券を買いに

コンビニエンスストアに行ったところ、粗大ゴミ処理券は

取り扱っていないと言われました。そこで、別の店に行っ

たところ、同じく取り扱っていないと言われました。

　店員に聞いた話では、この辺のコンビニでは粗大ゴミ

処理券は取り扱っていないところもあるとのことでした。

当該ページの情報を正しい内容に修正してください。

【回　　答】　担当：環境政策課

　この度は市ホームページの表記について、不備があり

ましたことをお詫び申し上げます。

　ご指摘のありました市ホームページについては、取扱

店舗を表示することとし、8月9日から掲載しています。

住基カード利用による証明書発行について

【要　　望】

　コンビニエンスストアでは住民票など証明書発行の

行政サービスを提供しているところがあります。市役所

窓口に出向くことなく発行してもらえる使い勝手の良い

サービスです。むつ市も証明書交付が出来るよう検討を

お願いします。

【回　　答】　担当：市民課

　コンビニエンスストアでの証明書自動交付サービスは、

市としても市民サービスの向上に寄与するものと認識し

ていますが、現状においてはいくつかの課題があります。

①コンビニ交付には、住民基本台帳カード（住基カード）

が必要ですが、当市における住基カードの普及率は

まだまだ低い状況であります。また、住基カードが、

今後、社会保障・税番号制度（マイナンバー）におけ

る個人番号カードに切り替わることが予想され、国

の動向を見守る必要があります。

②システム構築にかかる、初期投資経費およびシステ

ム導入後の継続的な維持管理費用が伴うという費用

対効果等の課題があります。

③むつ市中心部以外のコンビニエンスストア店舗数が極

めて少ない状況であり、公平な住民サービスの観点

からも課題があります。

　以上のような課題はありますが、多様化する市民ニー

ズに対応した市民サービスの向上につながりますので、

引き続き、検討していきます。

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

　

総務省青森行政評価事務所・青森地方行政苦情相談連絡協議会およびむつ市では「１日合同行政相談所」を開設します。

　役所の仕事（例えば、登記、多重債務、税金、賃金・労働条件、道路・河川、年金・保険、交通安全等に関するもの）で困っ

ていること、納得がいかないことの苦情や、行政サービス（例えば、道路や窓口の案内標識の整備、申請手続の簡素

化など）の改善に関する要望等をお持ちの方、どこに相談したらよいか分らない方は、ぜひこの機会にご利用下さい。

　弁護士による無料法律相談、多重債務相談も行います。（要予約）

　※法律相談は11月 6日（水） 午前 9時から予約受付（先着10名）

　　多重債務相談は前日までに予約が必要です。

「１日合同行政相談所」開設
困ったら 一人で悩まず 行政相談

〈い　つ〉 11月 13日（水）午前10時 30分～午後3時

〈どこで〉 市役所本庁舎大会議室

メールモニター 市政だよりアンケート vol.9
『むつ市政だより 800 号発行にあたって』

〈問合せ先〉
市秘書広聴課広報広聴担当

 22-1111内線 2151

左記ＱＲコードを読み取って空
メールを送信するか、次のアド
レスへ送信してください。
enquete@anshin.city.mutsu.lg.jp

ＱＲコード

　昭和37年 8月に創刊された「むつ市政だより」が今号

で 800 号を迎えました。50年以上にわたり、市政情報の

ほか、数々の出来事や思い出の場面などをお伝えしてき

ました。

　そこで、800 号発行を契機として、これまで以上に市

民のみなさまに愛され親しまれる「むつ市政だより」をめ

ざし、メールモニター制度のアンケートにより、みなさ

まからの声や今後掲載してほしい内容などをお尋ねしま

すので、ご協力をお願いします。

〈メールモニターへは次の方法で参加登録できます。〉

〈問合せ・法律相談申込み先〉
　総務省青森行政評価事務所

 0570-090-110  017-734-3354
〈多重債務相談申込み先〉

青森財務事務所理財課 017-774-6488
〈問合せ先〉

市秘書広聴課広報広聴担当 22-1111内線 2155
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○むつ消防署

　〈い　つ〉 11月 9日（土）　午前9時 30分～11時 30分、午後1時～3時

　〈どこで〉 むつ消防署

　〈どんな〉

消防庁舎開放、消防車両展示、放水体験、消防車両体験搭乗、消火器取

扱体験、隊員による訓練展示、消防服を着用しての記念撮影 など

○大畑消防署

　〈い　つ〉 11月 2日（土）　午前9時～午後3時

　〈どこで〉 大畑公民館　※大畑公民館まつりへ出展

　〈どんな〉 119番通報模擬体験、心肺蘇生法体験、車両展示 など

○大湊消防署

　〈い　つ〉 11月 9日（土）　午前9時～午後1時

　〈どこで〉 ユニバースむつ旭町店駐車場

　〈どんな〉 消防車両展示、消防車両体験搭乗、消火器取扱体験 など

　〈その他〉

・むつ消防署には駐車場がありませんのでご了承ください。

・災害発生時は、内容変更や中止となる場合があります。

◎平成 25年（8月31日まで）の119番受付件数　　　　　　　1,826 件

　今年に入り、8月 31日までに市内消防署および消防分署で受け付けした119番の件数は1,826件、一日平均で約

7.5件受付したことになります。119番通報の中には、いたずら通報も少なからずありましたので、適正な利用につ

いて市民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

◎正しい119番のかけ方　　　　　　　予めメモを準備しておきましょう

　いざという時に備えて、電話のそばに「住所・名前・目標・電話番号」を記入したメモなどを準備しておきましょう。

【119番通報した際には以下のようなことを聞かれます。】

消防署・消防分署 通　報　者

　「119番です。火事ですか？救急ですか？」 　「火事です」または「救急です」と、はっきり言う。

　「場所はどこですか？」
　「むつ市●●町●番●号●●という家です」
　と、正しく詳しく言う。

　「何が燃えていますか？」
　　　　　　　　　　　または「どうしましたか？」

　「●●が燃えています」または「●●が突然倒れました」
　など、何が（だれが）どうしたかを正確にわかりやすく言う。

　「あなたの名前と今かけている電話の番号を
　　　　　　　　　　　　　　　教えてください」

　「私の名前は●●●●です」
　「電話番号は●●－●●●●です」

◎119番通報の接続方法が変わりました　　　　　　　住所や目標物等をはっきり伝えましょう

　本年3月から、これまで市内消防署および消防分署に接続されていた消防緊急通報電話が、むつ・下北地区から

119番通報すると、すべて下北消防本部（むつ市小川町二丁目14番１号）に接続されるようになりました。火災・救急・

救助など消防機関に119番通報するときは、住所や目標物、世帯主名等災害発生場所をはっきり伝えてください。 

最寄りの消防署、消防分署から直ちに消防車・救急車が駆けつけます。

※携帯電話からの119番通報は、まれに他の消防本部につながることがあります。この場合、通報内容を聞き取っ

てから下北消防本部に伝達されるため、出動までに相当の時間を要することになります。身近に固定電話がある

場合は、固定電話からの119番通報を優先するようお願いします。

◎救急車の適正利用を　　　　　　　その症状、本当に緊急ですか？

　「交通手段がない」、「病院でもらった薬がなくなった」、「今日入院予定日だから病

院に行きたい」、「ヘルパーを呼んだが来てくれなかったので…」、「病院で長く待つ

のが面倒なので…」などと、症状に緊急性がなくても、救急車を呼ぶ人が増加してい

ます。緊急性のない救急車の要請は、本当に救急車が必要な救急事故が起きたとき

に救急車の到着が遅れ、救える命が救えなくなる場合があります。本当に救急車が

必要か考えてみましょう。

　「119 番の日」の行事の一環として、むつ消防署、大畑消防署および大湊消防署では、市民のみなさまを対象に消防

庁舎や消防車両を公開します。この機会にぜひお越しいただき、消防に対するご理解と防災意識を高めていただきた

いと思います。多くのみなさまのご来場をお待ちしています。

～『消防庁舎・消防車両』を公開します～

　11月9日は「119番の日」です。昭和62年より、全国一斉に毎年11月9日が「119番の日」として制定

されました。市内消防署および消防分署では、この機会に消防の仕事や119番についての正しい知識と

理解を深めていただき、防火防災意識の高揚を図っています。

　火事や急病、ケガなど、目の前で火災や事故が発生した場合は、誰でも気が動転して興奮した状態

になりがちです。1秒を争うような時でも落ち着いて119 番通報できるように心がけましょう。通報者

の正しい119番通報が、迅速・的確な消防・救急活動につながります。

１１月９日は「１１９番の日」

〈問合せ先〉
むつ消防署　　　　　　　 22-1680
むつ消防署川内消防分署　   42-3215
むつ消防署脇野沢消防分署44-2020
大畑消防署　　　　　　　34-2233
大湊消防署　　　　　　　24-2091

市消防団入団者募集
　昭和27年には全国で 209 万人に達していた消防団員が現在では 90万人を割り込むまで減少しています。市消防

団でも年々減少の一途をたどっている状況で、むつ市においても定員に満たない状況が続いています。

　消防団は地域防災の要であり、地域と住民の安全を守るため、仕事を持ちながらもボランティア精神で、一般的な

火災はもとより、行方不明者の捜索、防災意識の高揚、さらには地域の伝統

行事への支援などを行なっています。

　入団者を増やすことにより、消防団の活性化に繋げるとともに地域防災体

制の一層の充実を図っていきたいと考えています。興味のある方、入団希望

の方は最寄の消防署または消防分署へご連絡ください。

《入団資格》　年齢18歳以上で、市内に居住している人。男女問いません。

　　　　　　※消防団員の身分は、非常勤特別職の地方公務員です。

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号
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市民大学ゼミナール受講生募集！

◆工藤富治　飛行機づくりへの思いを探る

〈テーマ〉 郷土史

　　　　～工藤富治が製作に携わった飛行機を

　　　　　　　　　　　見学しながら思いを知る～

〈いつ・どこで〉

　11月 21日（木）午前8時 30分～午後5時

　　・県立三沢航空科学館（予定）※市中央公民館発着

　11月 28日（木）午後1時 30分～ 3時 30分・市内

〈講　師〉 工藤 和彦 氏

〈教材費・定員〉 500円（入館料）・20名

〈準備するもの〉 筆記用具

子どもパソコン教室開催

　自分だけのクリスマスカードや年賀状を作ってみま

せんか？ パソコンが初めてのお子様でも作ることがで

きますので、ぜひご参加ください。

〈い　つ〉 11月 16日（土）午前10時～正午

〈どこで〉 市中央公民館 ITルーム

〈どんな〉 クリスマスカードと年賀状を作ります。

〈講　師〉 猿谷 修平 氏

〈対象・定員〉 市内小学生・10名

〈参加費〉 300円

〈準備するもの〉 筆記用具

〈問合せ・申込先〉 市中央公民館24-1224

　いずれも11月1日（金）午前8時 30分から受付開始！　お申し込みはお電話で！

「こども議会」日程

○開会行事

○本会議

　・議員提出議案、提案理由説明

　・議案審議（質疑、討論、採決）

　・一般質問

○閉会行事

むつ市『こども議会』開催

　今回で 5回目となる「こども議会」は、議会の体験を通して、市政や市議会のしくみを理解することや、次代を担う

むつ市民として、地域の街づくりに進んで参画しようとする自覚を深めることなどを目的として開催しています。

　今年、こども議員として参加するのは、市内の全中学校から選出された17名で、むつ市政や地域の課題等について

議論します。

　こども議会は実際の市議会でのルールに基づいて行なっており、議事進行は市議会議長が行います。また、こども

議員は議員提出議案を提案し、審議から採決まで市議会と全く同じ一連の流れで行うほか、宮下市長をはじめとする

理事者側に対して、こども議員の目線から一般質問を行い、市長との議論やこども議員としての提言を行います。

〈い　つ〉 11月 8日（金） 午後1時～4時 30分

〈どこで〉 市議会議場

☆ＦＭアジュールによる生放送およびインターネットによるUSTREAM

中継を予定していますので、ぜひご視聴ください。

〈問合せ先〉市教育委員会学校教育課教育政策担当

 22-1111内線 3135
 http://www.city.mutsu.lg.jp/

図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
28-3500　     28-3400

～今月の新着案内～　※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

ギネス世界記録2014

河合隼雄のカウンセリング講話

日本百名島の旅

相続と遺言のことならこの1冊

子ども・子育て支援ハンドブック

世界の火山図鑑

ぜんぶわかる最先端医療

抗がん剤治療中の生活ケアBOOK

トコトンやさしい海底資源の本

綺麗なひとは、やめている。

毎日の台所

味噌汁専門店の具だくさん味噌汁100

イキイキ赤ちゃん体操&ベビーマッサージ

社会人大学人見知り学部卒業見込

とっておきの幽霊

もう一枝あれかし

菩提樹荘の殺人

すっぽん心中

北の街物語

絆回廊

代官山コールドケース

かの名はポンパドール

検察側の罪人

ミストレス

タイド

すなまわり

クレイグ・グレンディ

河 合 隼 雄

加 藤 庸 二

石 原 豊 昭

田 村 和 之

須 藤　　 茂

菊 地　　 眞

中 川 靖 章

大 高 敏 男

楊　　　さちこ

松　村　眞由子

美 噌 元

山　口　千恵子

若 林 正 恭

赤 川 次 郎

あ さ の あ つ こ

有栖川　有　栖

す っぽ ん 心 中

内 田 康 夫

大 沢 在 昌

佐々木　　　譲

佐 藤 賢 一

雫 井 脩 介

篠 田 節 子

鈴 木 光 司

鶴 川 健 吉

Sの継承

レイク・クローバー

明治・妖 (あやかし )モダン

ライオンの棲む街

祈りの幕が下りる時

昭和の犬

政と源

働かないの

ともえ

砂漠ダンス

たったひとつの花だから

へんしんレストラン

おおやまさん

さみしかった本

ぼくのおおじいじ

だっこだっこ

あいすることあいされること

ときめきのへや

どこかいきのバス

ひみつの花便り

図工室の日曜日

魔女がまちにやってきた

人という怪物　上・下

ルーントルーパーズ

丕緒の鳥

八重の桜　後編

堂 場 瞬 一

楡　　 周 平

畠 中　　 恵

東 川 篤 哉

東 野 圭 吾

姫野　カオルコ

三　浦　しをん

群　　　ようこ

諸 田 玲 子

山 下 澄 人

新 堂 冬 樹

あきやま　ただし

川之上　英　子

ケイト・バーンハイマー

ス テ ィ バ ン ヌ

つちだ　よしはる

宮 西 達 也

セルジオ・ルッツィア

井　上　よう子

田 村 理 江

村　上　しいこ

村 上　　 勉

パトリック・ネス

浜 松 春 日

小　野　不由美

東京：NHK 出版

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

代官山コールドケース

11月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

     1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

　　　　　　は休館日です

市立正津川児童館  平成 26 年度「学齢前幼児」募集
　市立正津川児童館では、「学齢前幼児」を次のとおり募集します。

　なお、現在入館されている幼児でも新たに申請が必要となりますのでご注意ください。

〈施設名〉 市立正津川児童館

〈対　象〉 満3歳以上の幼児

〈募集人数〉 30名

〈募集期間〉 11月 1日（金）～12月 20日（金）

※市立中島児童館、市立湯坂下児童館および市立正

津川児童館の『学童』の募集は、後日お知らせします。

〈問合せ・申込先〉 市立正津川児童館 34-3138

昨年のこども議会参加者
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こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
落
札
業

者
の
価
格
が
他
の
業
者
よ
り
極
端
に

低
い
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
業
者
の
仕
入
れ
方

法
等
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

思
う
が
、
正
確
な
理
由
は
把
握
し
て

い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
落
札
価

格
が
極
端
に
低
い
場
合
は
、
業
者
か

ら
理
由
を
聴
取
し
な
い
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
や
製

造
の
請
負
等
に
つ
い
て
は
最
低
制
限

価
格
ま
た
は
調
査
基
準
価
格
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
回
の
よ
う

な
物
品
の
買
い
入
れ
に
関
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
納
品
の
時
点
で
仕
様
に
適

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
と
な
る

た
め
、
落
札
額
が
低
く
て
も
適
正
な

も
の
と
し
て
処
理
し
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

対
策
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
理
科
や
社
会
な
ど
の
授

業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

調
べ
学
習
の
ほ
か
、
修
学
旅
行
の
下

調
べ
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
、
現
代

の
学
習
環
境
の
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
は
必
要
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
内
容
に
問
題
が
あ

れ
ば
接
続
を
拒
否
、
遮
断
で
き
る
フ
ィ

ル
タ
を
か
け
て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

的
に
は
問
題
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
4
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
52
号
　
む
つ
市

営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

事
者
側
か
ら
、
建
設
用
特
殊
車
両
の

納
入
を
希
望
す
る
全
13
者
を
指
名
し

た
が
、
全
業
者
が
大
型
機
械
を
納
入

で
き
る
業
者
と
は
言
え
ず
、
今
回
の

よ
う
に
受
注
生
産
と
い
う
形
の
機
種

に
な
る
と
、
応
札
で
き
る
業
者
が
少

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
対
象
機

種
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
業
者
ま
で

指
名
す
る
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
指
名
願
を
受

け
付
け
る
段
階
で
納
入
希
望
に
つ
い

て
区
分
が
あ
る
が
、
実
際
に
納
入
可

能
か
ど
う
か
は
行
政
側
で
判
断
で
き

な
い
た
め
、
入
札
対
象
物
品
の
納
入

を
希
望
す
る
全
業
者
を
指
名
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
ロ
ー
タ

リ
除
雪
車
の
仕
様
お
よ
び
そ
の
管
理

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
今
回
購
入
す
る
ロ
ー
タ
リ
除

雪
車
は
現
在
の
も
の
と
同
型
で
あ
り
、

管
理
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
11
月

ま
で
は
川
内
庁
舎
で
管
理
し
、
除
雪

委
託
期
間
は
借
り
受
け
た
業
者
が
管

理
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
55
号
　
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
川
内
庁
舎
に
配
備
す
る

11
ト
ン
級
の
除
雪
ド
ー
ザ
を
購
入
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

むつ市議会だより － 第 217 回定例会 －

　
む
つ
市
議
会
第
２
１
７
回
定
例
会
が
、
去
る
８
月
28
日
か
ら

９
月
20
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
22
議
案（
う
ち
議
員
提
出
２
件
）・
５
報
告
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
認
定
・
承
認
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
特
別
高
圧
送
電
線
新
設

に
係
る
鉄
塔
用
地
と
し
て
、
む
つ
市
営

名
子
牧
野
の
一
部
７
６
４
平
方
メ
ー
ト

ル
を
東
北
電
力
株
式
会
社
へ
売
り
払

う
た
め
、
同
牧
野
の
面
積
を
32
．
31

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
32
．
23
ヘ
ク
タ
ー

ル
へ
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
鉄
塔
工

事
用
の
土
地
の
貸
与
な
ど
で
市
の
業

務
に
支
障
は
な
い
の
か
と
の
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
鉄
塔
用
地

は
牧
野
の
東
側
の
は
ず
れ
に
位
置
し

て
お
り
、
工
事
に
よ
っ
て
牧
野
の
使

用
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
牧
野
の

上
を
送
電
線
が
通
る
こ
と
に
よ
る
補

償
は
あ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
現
時
点
で
相
手
側

か
ら
地
役
権
の
設
定
に
つ
い
て
の
申

し
入
れ
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
53
号
　
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
者
側
か
ら
、
北
の
防
人
大
湊
地
区

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
お
け
る
、

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
係

る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
設
備
工

事
の
発
注
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
電
気
設
備
工
事
、

空
調
設
備
工
事
及
び
給
排
水
衛
生
設

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
分
離
発
注
を

予
定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
年
度
内

に
工
事
が
完
了
し
な
い
理
由
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
各
事
業
費
の
精

査
を
行
な
っ
た
結
果
、
労
務
費
お
よ

び
物
価
上
昇
率
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

当
該
工
事
の
設
計
費
が
ま
と
ま
っ
た

の
が
７
月
と
な
っ
た
こ
と
と
、
消
費

税
の
変
更
等
も
視
野
に
入
れ
た
た
め

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
分
離
発

注
と
な
る
工
事
の
入
札
時
期
お
よ
び

消
費
税
増
税
の
影
響
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
９
月
30

日
ま
で
に
契
約
を
締
結
し
た
も
の
に

関
し
て
は
、
新
規
の
消
費
税
率
は
適

用
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
入
札
は

９
月
24
日
を
予
定
し
て
お
り
、
消
費

税
増
税
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
54
号
　
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
川
内
庁
舎
に
配
備
す
る

２
．
２
メ
ー
ト
ル
級
の
ロ
ー
タ
リ
除

雪
車
を
購
入
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
入
札
に

お
い
て
辞
退
者
ま
た
は
棄
権
者
が
多

い
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

議
案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
50
号
　
む
つ
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
24
年
８
月
に
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
三
法
が
成
立
し
平
成
27
年
度
か

ら
新
制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
の
計
画
的
実
施
を
図
る
た

め
、
平
成
26
年
度
中
に
策
定
予
定
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
お

よ
び
地
域
型
保
育
の
基
準
等
に
関
し

意
見
を
聴
く
附
属
機
関
を
設
置
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
市
に
お

い
て
、
こ
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る

会
議
の
よ
う
な
も
の
が
こ
れ
ま
で
に

あ
っ
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
い
て
「
む
つ
市
子
育

て
プ
ラ
ン
21
」を
策
定
す
る
際
に
、
む

つ
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
協
議
会

を
置
い
た
経
緯
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

す
で
に
協
議
を
終
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
新
た
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
市
長
の

諮
問
が
あ
っ
て
初
め
て
会
議
が
開
催

さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
会
議
の

議 会 だ よ り

タ
に
使
用
し
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
危
険
性
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
市
内
全
て
の

中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
更
新
す
る
も
の
で
あ

り
、
小
学
校
に
設
置
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

更
新
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
57
号
　
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
者
側
か
ら
、
中
学
校
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
周
辺
機
器
の
更
新

に
伴
い
、
市
内
9
校
の
中
学
校
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

更
新
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
落
札
価

格
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
予
定
価
格
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
市
場
価
格
や
参
考
見
積
書
な

ど
を
十
分
に
勘
案
し
合
理
的
に
積
算

し
て
お
り
、
落
札
業
者
は
目
的
物
の

品
質
等
を
十
分
に
考
慮
し
て
入
札
し

た
結
果
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ま
た
、
物
品
に
関
し
て
は
納
品
の
際

に
適
切
で
あ
る
か
十
分
に
検
査
を
行

う
こ
と
か
ら
、
履
行
内
容
は
確
保
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
56
号
　
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
市
内
９
校
の
中
学
校
で

使
用
し
て
い
る
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

お
よ
び
周
辺
機
器
に
つ
い
て
、
機
器
の

老
朽
化
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
た
め
更
新
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
今
回
の

更
新
内
容
お
よ
び
小
学
校
で
使
用
し

て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
更
新
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

今
回
は
あ
く
ま
で
も
中
学
校
を
予
定

し
て
お
り
、
平
成
18
年
度
お
よ
び
平

成
21
年
度
に
導
入
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号



( 1 2 )( 1 3 )

独
自
性
や
提
言
な
ど
の
取
り
扱
い
は

ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
基
本
的
に
は
市
長

の
諮
問
に
よ
り
会
議
を
開
く
こ
と
に

な
る
。
１
回
目
の
会
議
は
11
月
の
下

旬
以
降
を
考
え
て
お
り
、
会
議
の
独

自
性
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
案
等

を
市
側
か
ら
提
案
す
る
場
合
も
あ
る

が
、
委
員
の
皆
様
か
ら
の
要
望
や
意

見
も
広
く
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
事
業
主

や
労
働
者
の
代
表
、
公
募
に
よ
る
保

護
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
で
構

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
場
の

声
を
き
ち
ん
と
聴
く
会
議
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
ニ
ー
ズ

調
査
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
内
容
、

配
布
先
、
回
収
の
方
法
な
ど
の
ほ
か
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
、

会
議
の
場
で
委
員
の
み
な
さ
ま
に

諮
っ
た
後
に
、
０
歳
児
か
ら
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
的
な
も
の
を
お
配
り
し

て
、
そ
の
結
果
を
集
約
し
、
会
議
の

場
へ
提
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
新
た
な

制
度
に
よ
っ
て
保
育
の
質
が
低
下
す

る
心
配
は
な
い
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
域
型
保
育

に
つ
い
て
は
、
市
で
基
準
を
定
め
認

可
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
で
定
め

て
い
る
基
準
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

育
に
適
し
た
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
、
市
と
し
て
は
認
可
し
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
、
保
育
の
質
の
低
下
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
51
号
　
む
つ
市
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者

側
か
ら
、
戸
籍
法
に
基
づ
く
戸
籍
事

務
の
電
算
化
に
伴
い
磁
気
デ
ィ
ス
ク

を
も
っ
て
調
製
さ
れ
た
戸
籍
に
関
す

る
事
務
の
手
数
料
の
名
称
に
つ
い
て
、

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に

関
す
る
政
令
と
の
整
合
性
を
図
る
た

め
改
正
を
行
う
ほ
か
、
併
せ
て
住
民

基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う
条
文
の

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質

疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
60
号
　
平
成
25
年

度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
者
側
か
ら
、
平
成
24
年
度
の
介
護

給
付
費
負
担
金
等
の
精
算
に
伴
い
、

国
、
県
お
よ
び
支
払
基
金
へ
の
返
還

金
と
し
て
２
千
２
７
２
万
７
千
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
58
億
１
千
８
８
２
万
７
千
円

と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
61
号
　
平
成
24
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

か
ら
、
議
案
第
69
号
　
平
成
24
年
度

む
つ
市
水
道
事
業
会
計
決
算
ま
で
の

議
案
９
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
13
日
お
よ
び

17
日
に
、
市
長
ほ
か
関
係
部
長
等
の
出

席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
各

議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
61
号
　
平
成
24
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

議
案
第
66
号
　
平
成
24
年
度
む
つ
市

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

議
案
第
68
号
　
平
成
24
年
度
む
つ
市

水
道
事
業
会
計
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
お
よ
び
議
案
第
69
号
　
平

成
24
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計
決

算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
１
名
よ
り
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
62
号
　
平
成
24
年

度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
63
号
　
平

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
お
よ
び
周
辺
機
器
の
更
新
に
伴

い
、
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
更
新
す
る
た

め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦

す
る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員

に
近
原
芳
栄
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
４
億
９
千
１
３
５
万
７
千

　
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
２
千
２
７
２
万
４
千

円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　
歳
入
…
３
５
３
億
２
７
８
万
３
千
６
０
７
円

歳
出
…
３
４
８
億
６
千
８
７
０
万
９
７
０
円

差
引
…
４
億
３
千
４
０
８
万
２
千
６
３
７
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
72
億
６
千
７
１
１
万
９
千
１
０
８
円

歳
出
…
77
億
９
千
５
９
１
万
９
千
６
５
円

差
引
…
△
５
億
２
千
８
７
９
万
９
千
９
５
７
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
４
億
６
千
６
８
４
万
４
千
７
４
６
円

歳
出
…
４
億
６
千
８
６
万
９
千
９
４
６
円

 

・ 

巨
樹
、
古
木
の
実
態
調
査
の
実
績

は
あ
る
の
か

 
・ 
巨
樹
、
古
木
を
活
用
し
、
薬
研
地

区
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
場
と
し
て

活
用
で
き
な
い
か

 

・ 

巨
樹
、
古
木
、
森
林
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
森
づ
く
り
の
林
業

の
雇
用
拡
大
を
目
指
す
べ
き
と
思

う
が
、
考
え
を
問
う

 

・ 

巨
樹
、
古
木
を
活
用
し
、
歴
史
感

の
あ
る
心
の
幅
広
い
人
材
を
育
成

す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う

▼
サ
ル
被
害
対
策
に
つ
い
て

 

・ 

電
気
柵
の
設
置
が
遅
れ
て
い
る
畑

に
サ
ル
被
害
が
集
中
し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
を
問
う

◎
目
　
時
　
睦
　
男

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

 

・ 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
新
設
の
趣
旨

と
将
来
展
望
に
つ
い
て

 

・ 「
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」（
仮
称
）の
事
業
運
営

に
つ
い
て

▼
各
種
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て

 

・ 

合
併
以
降
の
選
挙
経
費
削
減
の
取
り

組
み
経
過
と
内
容
を
示
さ
れ
た
い

 

・ 

人
口
減
少
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
き
た
の
か

 

・ 

選
挙
経
費
削
減
に
向
け
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か

　
①
投
票
所
の
統
合
再
編

　
②
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ

　
③
開
票
事
務
の
迅
速
化

　
14
億
７
千
５
３
６
万
４
千
１
１
３
円

収
益
的
支
出
　（
税
抜
き
）

　
14
億
５
千
４
０
９
万
７
千
９
２
１
円

◎
当
年
度
純
利
益

　
１
億
６
２
１
万
８
千
４
１
８
円

資
本
的
収
入

　
11
億
１
千
９
８
４
万
１
千
円

資
本
的
支
出

　
18
億
２
千
３
５
５
万
４
千
６
１
３
円

不
足
額
７
億
３
７
１
万
３
千
６
１
３

円
は
、
次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

過
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額

　
　
　
　
　
　
１
万
３
千
２
４
７
円

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額

　
　
４
千
７
８
３
万
４
千
４
６
６
円

減
債
積
立
金
　
　
７
千
５
０
０
万
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

５
億
３
千
４
１
０
万
９
千
８
１
５
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

４
千
６
７
５
万
６
千
８
５
円

報
　
告

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
継

続
費
精
算
報
告
書

　
　
継
続
費
を
設
定
し
て
い
た
住
民

情
報
基
幹
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
、

釜
臥
山
恐
山
線
道
路
復
旧
事
業
お

よ
び
む
つ
運
動
公
園
野
球
場
改
修

事
業
が
平
成
24
年
度
で
完
了
し
た

の
で
、
報
告
す
る
も
の

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
継
続
費
精
算
報
告
書

　
　
継
続
費
を
設
定
し
て
い
た
水
道

区
域
に
つ
い
て
、
送
電
線
路
を
敷

設
す
る
た
め
の
鉄
塔
用
地
と
し
て

売
り
払
う
た
め
、
同
牧
野
の
面
積

を
変
更
す
る
も
の

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
北
の
防
人
大
湊
地
区
　
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
（
建
築
工

事
）
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
川
内
庁
舎
配
備
の
ロ
ー
タ
リ
除

雪
車
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る

た
め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
川
内
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー
ザ

を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め

の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
機
器
の
老
朽
化
お
よ
び
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た
め
、
中
学

校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び

周
辺
機
器
を
更
新
す
る
も
の

成
24
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第

64
号
　
平
成
24
年
度
む
つ
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議

案
第
65
号
　
平
成
24
年
度
む
つ
市
公

共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
お
よ
び
議
案
第
67
号
　
平
成

24
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
調
製

さ
れ
た
戸
籍
に
関
す
る
事
務
の
手

数
料
の
名
称
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
に
準
じ
て
改
正
す
る
ほ
か
、

条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
む
つ
市
営
名
子
牧
野
の
一
部
の

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

差
引
…

５
９
７
万
４
千
８
０
０
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
13
億
８
千
８
２
９
万
９
千
１
３
２
円

歳
出
…
13
億
８
千
８
１
９
万
９
千
１
３
２
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

10
万
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取

得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…

７
４
８
万
８
千
８
２
３
円

歳
出
…

７
４
８
万
８
千
８
２
３
円

差

引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

０

円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
54
億
４
千
５
９
４
万
９
千
２
２
５
円

歳
出
…
54
億
２
千
６
０
１
万
６
千
３
２
３
円

差
引
…
…
…
１
千
９
９
３
万
２
千
９
０
２
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
６
４
８
万
５
千
１
２
４
円

歳
出
…
…
４
６
９
万
８
千
４
３
５
円

差
引
…
…
１
７
８
万
６
千
６
８
９
円

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

金
１
億
７
２
０
万
５
千
６
７
３
円

を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
る
た

め
の
も
の

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

　
16
億
２
千
９
８
１
万
１
千
１
５
８
円

収
益
的
収
入（
税
抜
き
）　
　
　
　
　

　
15
億
６
千
31
万
６
千
３
３
９
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）　  

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

管
路
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
が

平
成
24
年
度
で
完
了
し
た
の
で
、

報
告
す
る
も
の

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
む
つ
市
健
全
化
判
断
比
率
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の

▼
平
成
24
年
度
む
つ
市
公
営
企
業
会

計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
営
企
業
会
計
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
会
計
補
正

予
算
（
３
億
４
千
７
０
５
万
７
千
円

の
継
続
費
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
む
つ
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

▼
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」を
求

め
る
意
見
書

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
９
月
６
日
、
９
日
、

10
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
濵
　
田
　
栄
　
子

▼
巨
樹
、
古
木
の
活
用
に
つ
い
て



( 1 4 )( 1 5 )

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

 
・ 
今
ま
で
実
施
し
た
鳥
獣
対
策
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て

 

・ 

電
気
柵
に
つ
い
て

①
電
気
柵
の
設
置
基
準
に
つ
い
て

②
電
気
柵
の
補
助
率
と
事
業
期
間
に

つ
い
て

③
電
気
柵
の
修
理
状
況
と
申
請
件
数

お
よ
び
長
さ
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

児
童
、
生
徒
の
育
成
基
金
（
仮
称
）

の
創
設
に
つ
い
て

①
企
業
、
商
店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

基
金
を
造
成
で
き
な
い
か

▼
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

 

・ 

投
票
率
向
上
に
関
し
て
実
施
し
て

い
る
こ
と
は
何
か

 

・ 

旧
市
町
村
の
投
票
率
に
つ
い
て

 

・ 

年
代
別
投
票
率
に
つ
い
て

 

・ 

幼
児
、
子
供
連
れ
で
の
投
票
に
つ

い
て

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
公
職
選
挙
法
に
つ
い
て

 

・ 

低
投
票
率
に
つ
い
て

 

・ 

投
票
率
向
上
に
つ
い
て

 

・ 

選
挙
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

 

・ 

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
の
受

注
者
に
つ
い
て

 

・ 

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
削
減
に

つ
い
て

 

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁

に
つ
い
て

▼
農
業
の
振
興
策
と
将
来
展
望
に
つ

い
て

 

・ 

本
市
の
土
地
改
良
区
の
全
体
像
に

つ
い
て

 

・ 

田
畑
の
消
滅
で
土
地
改
良
区
の
存

続
は
ど
う
な
る
か

 

・ 

土
地
改
良
区
制
度
と
賦
課
金
制
度

の
現
状
認
識
と
対
応
に
つ
い
て

 

・ 

現
行
農
地
利
用
面
積
と
土
地
改
良

区
の
存
続
に
つ
い
て

 

・ 

土
地
改
良
区
取
り
下
げ
申
請
と
負

担
金
の
改
廃
に
つ
い
て

 
・ 
資
金
調
達
と
小
水
力
発
電
設
備
導

入
に
つ
い
て

 

・ 

雇
用
対
策
に
耕
作
放
棄
地
の
活
用

を
し
て
は
ど
う
か

 

・ 

耕
作
放
棄
地
の
埋
め
立
て
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

 

・ 

農
地
売
買
後
の
土
地
改
良
区
か
ら

の
脱
退
と
賦
課
金
に
つ
い
て

 

・ 

田
を
畑
に
し
て
米
以
外
の
物
を
栽

培
す
る
構
想
に
つ
い
て

▼
福
祉
対
策
に
つ
い
て

 

・ 

在
宅
介
護
者
の
把
握
に
つ
い
て

 

・ 

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

 

・ 

介
護
保
険
財
政
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

 

・ 

介
護
前
の
認
知
症
対
策
へ
の
取
り

組
み
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か

 

・ 

特
養
施
設
の
入
所
者
と
入
所
待
機

者
の
数
の
把
握
に
つ
い
て

 

・ 

入
所
待
機
者
の
入
所
先
送
り
と
即

日
入
所
に
つ
い
て

 

・ 

訪
問
看
護
と
終
末
医
療
体
制
に
つ

い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
の
影

響
に
つ
い
て

 

・ 

減
額
と
な
る
受
給
者
の
世
帯
、
人

数
、
世
代
、
額
に
つ
い
て

 

・ 

減
額
に
伴
い
連
動
し
て
影
響
を
受

け
る
市
の
事
業
に
つ
い
て

 

・ 

市
の
具
体
的
な
対
処
方
針
に
つ
い
て

▼
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

 

・ 

予
防
の
普
及
啓
発
と
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て

▼
川
内
海
岸
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

 

・ 

護
岸
さ
れ
た
海
岸
に
た
ま
る
海
草

の
処
理
に
つ
い
て

 

・ 

防
止
策
に
つ
い
て

◎
佐
々
木
　
隆
　
徳

▼
水
産
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

漁
業
経
営
の
協
業
化
推
進
を
図
る

べ
き

 

・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
漁
業
へ
の
影

響
と
対
策
に
つ
い
て

 
・ 
水
産
課
を
設
置
し
、
さ
ら
に
漁
業

振
興
を
図
る
べ
き

▼
教
育
環
境
に
つ
い
て

 

・ 

小
、
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
伴
う
、

脇
野
沢
小
学
校
改
築
の
具
体
的
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

▼
脇
野
沢
温
泉
に
つ
い
て

 

・ 

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
企
業
誘
致
に
つ
い
て

 

・ 

こ
れ
ま
で
の
誘
致
企
業
は
何
社
あ

る
の
か

 

・ 

誘
致
企
業
受
け
入
れ
が
少
な
い
理

 

・ 

県
警
へ
の
市
有
地
無
償
貸
し
付
け

に
つ
い
て

 

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社

へ
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

▼
原
子
力
に
つ
い
て

 

・ 

原
子
力
の
諸
問
題
に
つ
い
て

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
介
護
保
険
法
改
正
案
「
要
支
援
を

自
治
体
に
移
行
」の
報
道
に
関
連

し
て

 

・ 

要
支
援
者
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
し
、
自

治
体
に
移
行
す
る
と
い
う
介
護
保

険
事
業
の
後
退
と
も
取
れ
る
事
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

 

・ 

自
治
体
に
移
行
に
な
っ
た
と
仮
定

し
た
場
合
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
自
治
体
の
関
係
は
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の
か

 

・ 

自
治
体
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
る

保
険
料
、
利
用
料
の
変
化
は
考
え

ら
れ
る
か

▼
「
北
方
領
土
青
少
年
等
現
地
視
察

事
業
」に
関
連
し
て

 

・ 

大
湊
中
学
校
生
徒
が
、
当
該
事
業

に
参
加
す
る
に
至
っ
た
経
緯
お
よ

び
決
定
の
判
断
基
準
は
何
か

 

・ 

参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
生
徒
、

父
兄
お
よ
び
教
師
等
の
反
応
は
ど

う
だ
っ
た
か

 

・ 

北
方
領
土
を
含
め
、
古
く
て
新
し
い

領
土
問
題
に
関
す
る
社
会
科
授
業

の
取
り
扱
い
は
ど
う
し
て
い
る
か

▼
多
発
す
る
ク
マ
の
出
没
に
関
連
し
て

▼
第
69
回
青
森
県
民
体
育
大
会
に
つ

い
て

 

・ 

市
全
体
、
市
民
み
ん
な
で
お
も
て

な
し
の
心
を
も
っ
て
大
会
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に

▼
定
住
対
策
に
つ
い
て

 

・ 

婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

 

・ 

小
、
中
学
校
の
皆
勤
賞
に
つ
い
て

 

・ 

中
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
の

外
部
指
導
者
の
活
用
に
つ
い
て

 

・ 

部
活
動
と
勉
強
の
両
立
に
つ
い
て

 

・ 

学
力
、
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

 

・ 

学
校
統
合
に
つ
い
て
（
脇
野
沢
小
・

中
学
校
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
）

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
道
路
整
備
に
つ
い
て

 

・ 

道
路
の
舗
装
の
現
状
（
旧
む
つ
地

区
）と
今
後
の
舗
装
計
画
に
つ
い
て

 

・ 

そ
の
内
、
私
有
道
路
の
比
率
と
舗

装
の
現
状
（
旧
む
つ
地
区
）と
、
過

去
３
年
間
の
私
有
道
路
整
備
補
助

事
業
を
使
用
し
た
実
績
お
よ
び
同

補
助
事
業
の
拡
充
を
含
め
た
私
有

道
路
舗
装
に
対
す
る
市
の
考
え
方

に
つ
い
て

▼
国
保
会
計
赤
字
解
消
計
画
と
健
康

推
進
に
つ
い
て

 

・ 

赤
字
解
消
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

 

・ 

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と

健
康
推
進
に
つ
い
て

 

・ 

国
保
会
計
の
健
全
化
に
向
け
た
行

動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

▼
市
有
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

由
に
つ
い
て

▼
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に

つ
い
て

 

・ 

災
害
対
策
基
本
法
改
正
案
成
立
を

受
け
て

　

①
市
の
取
り
組
み（
概
要
）に
つ
い
て

　

②
問
題
点
に
つ
い
て

▼
低
投
票
率
に
つ
い
て

 

・ 

投
票
所
は
何
カ
所
あ
る
の
か

 

・ 

投
票
率
を
上
げ
る
対
策
を
し
て
い

る
の
か

 

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
効

果
は
あ
っ
た
の
か

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
保
健
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

が
ん
対
策
に
つ
い
て

 

・ 

糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
に
つ
い
て

 

・ 

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
導
入
に
つ
い
て

 

・ 

小
、
中
学
校
の
が
ん
教
育
推
進
に

つ
い
て

▼
観
光
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て

 

・ 

観
光
協
会
と
の
連
携
施
策
に
つ
い
て

▼
環
境
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て

◎
斉
　
藤
　
孝
　
昭

▼
防
災
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

防
災
士
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か

 

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
を
推
奨
し
て

は
ど
う
か

◎
岡
　
崎
　
健
　
吾

▼
防
災
に
つ
い
て

 

・ 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
つ
い
て

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

 

・ 

む
つ
市
周
辺
に
出
没
す
る
ク
マ
の

個
体
把
握
数
お
よ
び
近
年
の
出
没

傾
向
な
ら
び
に
農
作
物
お
よ
び
樹

木
へ
の
皮
剥
ぎ
等
の
被
害
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

 

・ 

地
域
住
民
の
生
命
を
脅
か
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
お

よ
び
カ
モ
シ
カ
と
同
じ
扱
い
で
処

理
す
る
こ
と
に
異
論
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か

 

・ 

抜
本
的
な
被
害
防
止
お
よ
び
捕

獲
・
駆
除
対
策
は
考
え
て
い
る
か

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載して

います。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　 http://www.city.mutsu.lg.jp/ のバナーからアクセスしてください。

連載⑤

　
　

新
米「
ほ
っ
か
り
ん
」の

販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　
こ
の
秋
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
秋
晴
れ
の
日
が
続
き
、
稲
刈
り
は
例
年
よ
り
も
早

く
な
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に
「
ほ
っ
か
り
ん
」

を
作
付
け
し
た
生
産
者
も
多
く
、
こ
う
べ
を
垂
れ
る

「
ほ
っ
か
り
ん
」の
姿
を
見
て
、
新
米
の
で
き
ば
え
に
期

待
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　「
ほ
っ
か
り
ん
」の
新
米
は
、
昨
年
と
同
様
、
10
月
１

日
か
ら
、
市
役
所
庁
舎
内
の
J
A
産
直
プ
ラ
ザ
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
ノ
ボ
リ
旗
を
店
頭
に
飾
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
今
回
は
、「
ほ
っ
か
り
ん
」を
お
い
し
く
炊
く
コ

ツ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
新
米
を
炊
く
時
は
水
量
を
少
し
減
ら
し
て
炊
き
ま

す
が
、「
ほ
っ
か
り
ん
」は
、
新
米
で
な
く
て
も
「
ま
っ

し
ぐ
ら
」や
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」と
同
じ
水
量
だ
と
軟
ら

か
く
炊
き
上
が
る
た
め
、
水
量
を
５
〜
７
％
減
ら
し
て

炊
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
釜
の
目
盛
り
で
言
う
と
、ち
ょ

う
ど
「
か
た
め
」が
目
安
に
な
り
ま
す
。
炊
き
上
が
っ
た

ご
飯
の
硬
さ
に
応
じ
て
、
次
に
炊
く
と
き
の
水
量
を
微

調
整
し
て
い
た
だ
く
と
「
ほ
っ
か
り
ん
」の
良
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
ほ
っ
か
り
ん
」は
、
ね
ば
り
が
あ
り
、
冷
め
て
も

硬
く
な
り
に
く
い
の
で
、
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
に
最

適
で
、
炊
き
込
み
ご
飯
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

炊
き
た
て
の「
ほ
っ
か
り
ん
」を
冷
凍
し
て
保
存
し
て
お

い
て
も
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
11
月
16
日
・
17
日
に
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ

Ａ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
試
食
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
は
ぜ
ひ
一
度

「
ほ
っ
か
り
ん
」を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
市
農
林
水
産
課
農
林
担
当 


22
ー
１
１
１
１
内
線
２
６
２
２

　
下
北
地
域
県
民
局

　
　
地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及
振
興
室


22
ー
８
５
８
１
内
線
２
８
６
　

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号
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　母子家庭のお母さん、父子家庭のお父さんが、就職に必要な資格・技能を身につけるための講座（医療事務講座、ホー

ムヘルパー講座、パソコン教室、簿記講座など）を受講する場合に、支払った費用の一部を支給する制度です。

　受講前に相談が必要です。給付金の支給は、講座修了後になります。

〈対象となる方〉

　市内に住所のある母子家庭の母、または父子家庭の父

で、次のすべての条件を満たしている方

①児童扶養手当の支給を受けることができる所得水準

にある方

②雇用保険法による教育訓練給付の受給資格を有して

いない方

③就職するために教育訓練が必要であると認められる方

④過去に訓練給付金の支給を受けたことがない方

母子家庭父子家庭のみなさんへ

母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業

〈対象講座〉

　次のいずれかに該当する講座

①雇用保険法により厚生労働大臣が指定する教育訓練

講座

②就業に結びつく可能性の高い講座として国が別に定

める講座

③上記①②に準ずると市長が特に認める講座

〈支給額〉

　訓練給付金の支給額は、支給対象者が対象講座の受講

のために支払った費用の4割に相当する額（上限20万円、

下限8千円）
〈問合せ・申込先〉

市児童家庭課児童家庭担当　 (22-1111内線 2514
川内庁舎市民福祉課　　　　 (42-2111
大畑庁舎市民福祉課　　　　(34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課　　   (44-2111

　市では、母子および寡婦福祉資金貸付の受付を行います。希望される方は市児童家庭課または各庁舎市民福祉課ま

でご相談ください。

〈対象となる方〉

平成 26年 4月の進学を希望している次のいずれかに

該当する方。

・母子家庭の母が扶養する児童

・寡婦が養育する子

・父母のいない児童

〈貸付対象資金〉

○修学資金

高等学校、大学、高等専門学校または専修学校におい

て修学する際に必要となる授業料、書籍代および通学

費等の資金。

○修業資金

就職や事業を開始するために必要な知識技能を習得す

る目的で、修学資金の対象とならない各種学校におい

て修学する際に必要な資金。

○就学支度資金

進学する際に必要となる入学金や制服等の購入費等の

資金。

平成26年度「母子・寡婦福祉資金」予約貸付受付

〈必要書類〉

・貸付申請書

・戸籍の全部事項証明（謄本）

・児童を扶養していることを証明する書類

・保証人の保証書　・家計費申告書

・経費申告書　　　・口座振替申出書

※申請書等各種用紙は市児童家庭課または各庁舎市民

福祉課にあります

〈申込締切〉11月 1日（金）～平成26年 2月14日（金）

〈その他〉

独立行政法人日本学生支援機構法による奨学金、また

は市町村等他制度による奨学金の貸与を受ける方、金

融機関の融資を受ける方は対象となりません。

〈問合せ・申込先〉
市児童家庭課児童家庭担当　 (22-1111内線 2527
川内庁舎市民福祉課　　　　 (42-2111
大畑庁舎市民福祉課　　　　(34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課　　   (44-2111

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

　スプレー缶やカセットコンロ用ガスボンベにガスが残った状態でごみに出すと、火災や爆発などにより収集

や処理を行う人がけがをしたり、収集車やごみ処理施設に損害を与える場合もあります。自分が出したごみで

見ず知らずの方が傷ついたり、施設が損傷しごみ処理ができなくなることもあり得ます。スプレー缶などの出

し方は次のとおりです。

◆必ず使い切ってから出す

缶を振った時に、「シャカシャカ」「チャプチャプ」などの音がする場合には、

中身がまだ残っている状態です。中身を使い切って缶をカラにしてください。

※カセットコンロ用ガスボンベはボンベそのものが劣化していない限り、消費期

限はありません。

◆穴を開けてから出す

中身を使い切ってカラにしたら、屋外など十分に換気が良く、火気の無い場

所で、市販の穴開け器や缶切りなどで穴を開けて出してください。

※室内やシンクの中などガスが溜まりやすい場所で行うと、近くの火気や静電気な

どで引火する場合があります。中身が残っている状態での穴開けは絶対にしないで

ください！

◆スプレー缶などは「もえないごみ」

穴を開けたスプレー缶などは「もえないごみ」として出してください。

絶対に「もえるごみ」として出さないでください。

スプレー缶などは使い切ってから出して！
ごみ出しルールの徹底にご協力を

身体障害者相談員
氏　名 電話番号 住　所

川　端　　　稔 27-2995 海老川町 21-10
佐々木　　　曉 22-7551 金曲一丁目20-22
林　　　隆　子 24-2009 山田町 6-9
木　立　惠　子 22-3344 新町 7-5
蓮　井　冨士雄 23-3911 下北町16-28
宮　川　　　功 34-3502 大畑町新町99-3
佐　藤　慶　一 34-6441 大畑町新町88-1
若　松　昌　良 42-3535 川内町板子塚43-1
藤　田　廉　夫 42-3408 川内町川内377
中　島　洋　子 44-3195 脇野沢桂沢32

知的障害者相談員
氏　名 電話番号 住　所

塩　田　景　子 24-1163 川守町 6-34
畑　中　まゆみ 22-5927 金曲一丁目20-38
橋　本　陽　子 42-4538 川内町熊ヶ平161-5
磯　谷　雅　子 34-2463 大畑町松ノ木ノ内土場43-17

　市内には、障がいをもつ方やそのご家族からの相談を受けるため、10名の身体障害者相談員および4

名の知的障害者相談員がいます。日常生活などでなにかお困りの方は、お気軽にご相談ください。

障害者相談員を活用ください！

〈詳しくは〉
市障害福祉課

( 22-1111内線 2592

〈問合せ先〉
市環境政策課廃棄物対策担当　 (22-1111内線 2464
川内庁舎市民福祉課　　　　　 (42-2111
大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
脇野沢庁舎市民福祉課　　  　 (44-2111
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Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  ～時間はいずれも午前10時から11時 30分まで～

Let 's 国 際 交 流  ～国際交流推進員 山道エイミーからのお知らせ～

〈いつ・どこで〉

  11 月     6 日（水）・「足湯でトーキング」※

奥薬研修景公園レストハウス前「足湯」

  11 月 12 日（火）・市中央公民館

  11 月 18 日（月）・市立図書館

  11 月 28 日（木）・市役所（第 3会議室）

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ～』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりし

てみませんか？　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流推進員の山道エイミー〈Amy 

Yamamichi〉）に日本語でも英語でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈問合せ・申込先〉
市企画調整課国際交流担当

 22-1111 内線 2315

※「足湯でトーキング」で準備するもの

　・足ふきタオル（持ち物が濡れないようにご注意ください）

That’s Not English（それは英語じゃない）：ドクターストップ

「お酒はドクターストップ」という言葉をむつ市に来て何度も聞きました。なんとなく意味はわかりまし

たが、和製英語です。正しい英語は「The doctor ordered me to stop drinking」とか「I can’t drink. It’s the 

doctor’s orders」です。

ドクターストップ →  D o c t o r’s  O r d e r

　私エイミー（国際交流推進員）やＡＬＴ（外国語指導助手）と一緒に陶芸体験をしませんか？　今年も下北で勤務

している外国人と一緒に、川内地区で作られている宇賀焼の陶芸体験をすることにしました。せっかくの機会な

ので、一緒にチャレンジしてくれる参加者を募集します。みなさんとふれあいながら楽しい思い出ができるよう、

たくさんの参加者をお待ちしています。お子様の参加も大歓迎です！ 

第5回 ALTと一緒に「陶芸体験」

〈いつ〉 11月 24日（日） 午後1時 20分集合～3時 30分

〈どこで〉 市陶芸センター（むつ市川内町獅子畑128-1 42-2115）

　　　　※現地集合となります。

〈参加予定者〉 

エイミー（国際交流推進員）、ケビン先生、サマンサ先生 ほか

〈定員〉 25名（先着順）

〈参加料〉 1,000円（当日ご持参ください。完成品送料は着払い。）

〈申込締切〉 11月 11日（月）

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

⑯

〈問合せ先〉

市市民連携室　 22-1111 内線 2342　 23-5178　 mt-renkei@city.mutsu.lg.jp

無回答
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　平成 25 年 5 月に実施した 「むつ市民満足度調査」 の中間の調査結果がまとまりましたのでお知らせします。 調査にご協

力いただいた市民のみなさまには、 心よりお礼申し上げます。

　市の取組に関して、 市民の皆様が満

足と感じる度合い （満足度） と重要と考

える度合い （重要度） について調査・分

析し、 今後の市政運営の基礎資料とす

るための調査です。

　12月上旬には最終報告を市ホームページに公開するほか、市市民連携室、各庁舎管理課に備え付けます。また、ご

希望の方は市民連携室へご連絡いただければ、郵送等によりお届けします。

　調査は、 住民基本台帳から無作為に選んだ 18 歳以上

の男女 2,000 人を対象に、 調査票と回答用紙を郵送で配

付し、 郵送等で回収する方法により実施しました。 その結

果、 回答者626人、 回答率31.3％でした。

　各項目について 5 点満点で評価していただくほか、 自由

意見も記入していただきました。

　満足度が一番高い項目は「水道環境の充実」、重要度が

一番高いのは「防災対策の充実」「医療環境の充実」でした。

市民満足度調査とは 調査方法・内容
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　今後もむつ市に住み続けたいかという

質問に対し、住み続けたいと答えた方が、

67.4％でした。

順位 項目 平均点
前回の
順位

1 水道環境の充実 3.87 1
2 健康に暮らせる環境づくり 3.79 2
3 消防・救急体制の充実 3.70 3

満足度

順位 項目 平均点
前回の
順位

1 防災対策の充実 4.65 2
1 医療環境の充実 4.65 1
3 消防・救急体制の充実 4.54 3

重要度

グラフ２　総合満足度（平成24年調査との比較）

表１　施策項目28設問の中での「満足度」と「重要度」の上位3項目
グラフ１　住居意思

  
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接種を希望する方は、健康推進課にお申し込みください。

《対象》65歳以上で、5年以内に接種を受けていない方

《助成額》3,000円

※医療機関で定められている金額から3,000円を差し引

いた金額をお支払いください。

〈詳しくは〉予防担当（内線 2582）

高齢者肺炎球菌予防接種助成実施中
11 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

小 野 胃 腸 科 内 科 医 院
角 田 整 形 外 科 医 院
菊 池 医 院
北村医院むつレディスクリニック
ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク
三 上 医 院

 22-4717
 22-7945
 24-1276
 22-2135
 24-5557
 22-1011

☆   3日（日）
☆   4日（月）
☆ 10日（日）
☆ 17日（日）
☆ 23日（土）
☆ 24日（日）

11 月 の 献 血 受 付 日 程
2日（土）むつ工業高校 10:30 ～ 16:00

11日（月）鍵本ハイヤー（株）
10:30
13:15

～
～
12:00
16:00

12日（火）
ＪＡ十和田おいらせむつ支店
ユニバースむつ旭町店

9:30
13:30

～
～
12:00
16:00

25日（月）マエダストア苫生店
10:30
13:00

～
～
11:45
16:00

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　44-2111

今月の“ピカピカ賞”
　9月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろん

のこと、治した歯が１本もないお子さん達です。これか

らも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

齊 藤 華 音 ちゃん 小 島 慶 士 くん

吉 﨑 美 羽 ちゃん 島 岡 颯 汰 くん

栗 原　彩文子 ちゃん 坪  　 晃 大 くん

仁 和　希々風 ちゃん 川 端 悠 斗 くん

山 田 凰 介 くん 石 橋 胡 々 ちゃん

野 坂 雅 史 くん 熊 谷  　 翠 ちゃん

石 田 　 風 ちゃん 大 高  　 心 くん

大 見 彩 知 ちゃん 青 柳 侍 穏 くん

川 端 大 芽 くん 藤 田 瑠 桜 ちゃん

新 堂 陽 彩 くん 中 山  　 侑 くん

米 内 陽 人 くん 板 井 伶 美 ちゃん

岡 田 愛 佳 ちゃん 畑 中 悠 翼 くん

山 口 惺 愛 ちゃん 眞 井 煌 愛 ちゃん

瀬 川　暖々香 ちゃん 江 渡 優 心 くん

津 村 柚 花 ちゃん 藤ヶ森　圭 梧 くん

清 藤　  成 くん 今 村 莉 久 くん

27日（水）むつ市役所本庁舎
10:30
13:00

～
～
11:45
16:00

※高校など、一般のお客様は入場できない場所もあります。

　今回はくるみや青しそ、にんにくやレ

モンで風味や酸味を生かし、塩分を控

えた調理実習を行いました。和え物は水

気をしっかりきることで調味料の使い過

ぎを防ぐことができます。実際にだし汁

としょうゆを混ぜ合わせ”だし割りしょ

うゆ”を作って試食も行いました。

★減塩食のポイント

①食卓に調味料を置かない

②だしの旨みや香り・酸味のある食材を使う

③漬物や加工品（練り製品、魚肉加工品）などを食べ

過ぎない

④麺類の汁は残す

【調理実習2回目】

食生活改善推進員
今年度行われている養成講座の様子とレシピを 3回シリーズでお届けします！

ほうれんそうと焼椎茸の胡麻和え（4人分）

【1人分栄養価】48キロカロリー、塩分 0.5g

〈材料〉 　

　ほうれんそう…1把（240ｇ）　生椎茸…４枚

　にんじん…40ｇ　しょうゆ…小さじ2

　すりごま…大さじ4

①ほうれんそうをゆでて冷水にとり、水気をしっか

り絞って 4cm に切る。人参も同じ長さにせん切り

にして茹でる。

②椎茸は焼き網で両面を焼いて、薄切りにする。

③①と②としょうゆ、すりごまを和えて完成！

♪簡単レシピの紹介♪～第7回 ヘルシーで減塩～

〈詳しくは〉成人保健担当（内線 2584）

ハローベビー教室
～夫婦での参加大歓迎～

　妊婦さんや旦那さん同士でおしゃべりをしながら楽し

く勉強します。もうすぐパパやママになる方、安心して

出産を迎えるためにも、ぜひ夫婦で参加してみませんか？

〈対象〉 平成25年 7月～9月末に妊娠届を出された方、

　　 転入された方や市内に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉

① 11月 6日（水）

　・パパも妊婦さんになってみよう！

　・自信を持って楽なお産・おっぱいの不思議

② 11月 13日（水）

　・赤ちゃんのための健康生活（1）栄養・生活リズム

　・お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

③ 11月 20日（水）

　・妊娠中の歯科健診とお口の健康

　・赤ちゃんのための健康生活（2）たばこ

④ 11月 27日（水）

　・赤ちゃんが生まれたら

　・産後の過ごし方・赤ちゃんのお風呂の入れ方

〈どこで〉 下北文化会館

〈時間〉 午後6時 30分～8時頃（受付午後6時 15分～）

〈準備するもの〉

母子健康手帳、バスタオル1枚（①のみ）、

フェイスタオル1枚（④のみ）

〈申込方法〉 お電話でお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉母子保健担当（内線 2573）

１日の食塩摂取目標量

（日本人の食事摂取基準2010年版より）

　　男性　9ｇ未満

　　女性　7.5ｇ未満

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
10月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 96円 94 ～ 99 95円

☆ 18 ℓ配達価格 1,749円 1,710 ～ 1,800 1,713円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,570円 5,197 ～ 5,746 5,568円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 9,435円 8,873 ～ 10,394 9,430円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 157円 154 ～ 161 158円

☆軽油 1ℓ現金 137円 135 ～ 140 138円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

〈問合せ先〉
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取り引きはご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに
行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間10月 25日～11月14日）

・電子オルガン（20年以上前のもの）

ゆずってください

・電話台　・テレビ台（40インチ薄型対応）　

・ダイニングテーブル、イス（4人用）　・おんぶひも

・リビングソファー（3人掛け）

・コーナーソファー（3～ 4人掛け）

・チャイルドシート（新生児～4歳ごろ）

・田名部中学校女子制服上下（夏冬・160cm・ウエスト66cm）

・田名部中学校ジャージ上下（Lサイズ）

むつ市月間ごみ総排出量

平成25年 9月分　市環境政策課調べ

9月の値 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 2,370 t （+47t）

資源ごみ回収量 … 210 t （+1t） H23全国平均

資源ごみ回収割合 … 8.9 % （-0.1%） 975 g/ 日

市民一人一日
あたりの排出量

… 1,263 g/ 日（+39g/日）
H23青森県平均

1,038 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

  info@city.mutsu.lg.jp
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http://w

w
w
.pref.ao

m
o
ri.lg.jp/

 

日
本
年
金
機
構

  

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
送
付

　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
健
康
保
険
な
ど
）を
納
め

た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の

こ
と
を
い
い
、
１
年
間
に
納
め
た
社

会
保
険
料
の
金
額
を
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
、
納
め
た
方
が
そ
の
保
険

料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

証
明
書
で
は
、
納
付
金
額
が
10
月

１
日
付
け
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
、
年
末
ま
で
に
納
め
た
場
合

は
、
合
わ
せ
て
今
年
分
と
し
て
申
告

で
き
ま
す
の
で
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」に
記

載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
、
後
か

ら
納
め
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、

後
か
ら
納
め
た
保
険
料
分
の
「
領
収
証

書
」も
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
12
月
31
日
を
過
ぎ
て
か
ら
納

め
た
分
は
、
翌
年
分
と
し
て
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

紛
失
に
よ
る
再
発
行
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７

　
I
P
電
話
、
P
H
S
電
話
の
場
合


０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
３
０

※
受
付
期
間
は
、
11
月
１
日（
金
）

〜
平
成
26
年
３
月
14
日（
金
）ま
で

高
齢
者
地
域
交
流
会
の
ご
提
案

　

柳
町（
高
砂
の
会
）を
は
じ
め
、
市
内

７
地
区
に
お
い
て
、毎
月
定
期
的
に「
高

齢
者
地
域
交
流
会
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
も
「
高
齢
者

交
流
会
」を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
ど
ん
な
〉

軽
体
操
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測

定
な
ど
）・
ゲ
ー
ム
・
介
護
予
防
運

動
・
各
種
講
座 

な
ど

 

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

　
　

       

な
く
す
運
動
」期
間

　

11
月
12
日
（
火
）よ
り
25
日
（
月
）ま

で
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」期
間
で
す
。

　

む
つ
警
察
署
で
は
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
に
係
る
被
害
や
捜
査
、
売
春
強
要
、

人
身
取
引
に
係
る
被
害
、つ
き
ま
と
い
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
な
ど
、
い
つ

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
先
〉

む
つ
警
察
署 


22

－

１
３
２
１

 

あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル
か
ら
の

 　
　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

○
11
月
30
日
・
12
月
１
日
は
無
料
開
放

　
今
期
の
営
業
は
12
月
１
日
（
日
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
11
月
30
日（
土
）

お
よ
び
12
月
１
日
（
日
）は
無
料
開

放
と
な
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
休
館
日
〉毎
週
月
曜
日

※
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で

〈
問
合
せ
先
〉

（
一
財
）む
つ
市
教
育
振
興
会

公
園
総
合
案
内


34

－

６
８
１
０

 http://kyoushin.org
/

　 http://kyoushin.org
/m
.htm
l

 
青
森
県
最
低
賃
金
改
正

 　
　
　

  

時
間
額
６
６
５
円
に

　

10
月
24
日
よ
り
、
青
森
県
最
低
賃

金
が
従
来
の
６
５
４
円
か
ら
11
円
引

き
上
げ
と
な
り
、
６
６
５
円
と
な
り

ま
し
た
。
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青

森
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
、

労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る

使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室


０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

 http://aom
ori-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.g
o.jp/

 

11
月
は
労
働
保
険
適
用

　
　
　

 　
　

 

促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
す
み
で

す
か
？　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
く
）は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く↓

むつ市情報ポケット

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
生
活
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

「
り
ん
ど
う
の
会
」


31

－

０
２
４
４

菊
池


０
７
０

－

６
９
５
４

－

２
３
７
５

「
森
は
海
の
恋
人
」講
演
会
開
催

〈
い
つ
〉11
月
2
日（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
入
場
料
〉無
料

〈
ど
ん
な
〉

・
開
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
第
三
田

名
部
小
学
校
音
楽
部
の
合
唱

　
・
講
演
会

　
　
演
題「
森
は
海
の
恋
人 

人
の
心
に
木
を
植
え
る
」

講
師 

牡
蠣
養
殖
業
・
N
P
O
法
人

「
森
は
海
の
恋
人
」
代
表
・
京
都

大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授

　
　
　
　
　
　
畠
山
　
重
篤 

氏

〈
問
合
せ
先
〉

　
あ
お
も
り
教
育
の
つ
ど
い
２
０
１
３

　
　
下
北
集
会
実
行
委
員
会

　
小
川


28

－

３
５
６
５

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
ユ
メ
コ
コ
・
フ
ェ
ス
タ

in
む
つ
来
さ
ま
い
館

　

夢
は
こ
こ
に
あ
る
！ 

職
業
講
話
や

体
験
を
通
し
て
『
働
く
こ
と
』を
考
え

ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
４
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
対
象
〉小
学
５
年
生
〜
中
学
生

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉11
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

※
４
月
ま
で
館
内
で
開
催
し
ま
す
。

〈
参
加
料
〉１
区
画（
２
ｍ
×
２
ｍ
）１

千
円

〈
申
込
受
付
期
間
〉

11
月
１
日
（
金
）よ
り
む
つ
来
さ
ま

い
館
で
申
込
受
付
開
始
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

33

－

８
１
９
１

ま
ち
の
駅 

七
福 

ホ
ッ
ト
情
報

○「
浜
石
基
睦
・
下
北
の
風
景
写
真
展
」

下
北
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
写

真
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
５
日（
火
）
〜
16
日（
土
）

○「
籐
サ
ー
ク
ル
作
品
展
」

青
山
籐
サ
ー
ク
ル
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
籐
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
18
日（
月
）
〜
29
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
、
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
ま
で
、
日
曜
、
祝
日
休
み

〈
問
合
せ
先
〉

ま
ち
の
駅 

七
福      


31

－

０
２
２
０

各
種
催
し
・
講
座 

等

べ
こ
も
ち
交
流
会 

開
催

　

釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

交
流
を
深
め
る
た
め
「
べ
こ
も
ち
交
流

会
」を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
６
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

べ
こ
も
ち
作
り
・
試
食
お
よ
び
意

見
交
換
会

指
導
　
食
べ
物
工
房 

来
美
里

〈
対
象
・
定
員
〉市
内
在
住
の
方
・
20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
10
月
30
日（
水
）
〜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘 


23

－

４
５
１
４

 

む
つ
高
等
技
術
専
門
校

 　
　

  

各
種
教
室
・
講
習
開
催

○
一
日
技
能
教
室

〈
い
つ
〉11
月
９
日（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校 

〈
対
象
・
受
講
料
〉中
学
生
以
上
・
無
料

〈
コ
ー
ス
・
ど
ん
な
・
定
員
〉

・
建
築
コ
ー
ス
…
ス
ツ
ー
ル
制
作

（
一
般
、
中
学
生
、
高
校
生
各
10
名
）

・
配
管
コ
ー
ス
…
移
動
式
水
栓
柱
製
作

（
一
般
10
名
）

※
試
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す

〈
募
集
期
間
〉

10
月
30
日（
水
）〜
11
月
６
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
先
着
順

〈
申
込
方
法
〉電
話
ま
た
は
直
接
来
校

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　
作
業
可
能
な
服
装
、
上
履
き

○
酸
欠
・
粉
じ
ん
特
別
教
育
講
習

〈
い
つ
〉12
月
11
日（
水
）、
12
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
申
込
資
格
〉

在
職
者
で
酸
欠
お
よ
び
粉
じ
ん
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
い
方

〈
定
員
・
受
講
料
〉10
名
・
３
千
90
円

〈
申
込
期
間
〉

　
10
月
28
日（
月
）
〜
11
月
18
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
受
付

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉文
京
町
31

－

１

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校


24

－

１
２
３
４

 

た
な
ぶ
七
福
通
り

　
　

   

街
な
か
文
化
祭 

開
催

〈
い
つ
〉11
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
駅
通
り
商
店
街

〈
ど
ん
な
〉

・
店
舗
内
な
ど
に
作
品
展
示

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
発
表

（
発
表
者
募
集
中
）

・
子
ど
も
い
け
ば
な
教
室

　
９
日 

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費
５
０
０
円
・
限
定
10
名

・
あ
か
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
お
う

　
９
日
、
10
日 

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
無
料
、
中
高
生
限
定
５
名

・
遊
び
の
広
場

　
９
日 

午
後
２
時
〜
４
時

　  

参
加
無
料
、
小
学
生
限
定

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

田
名
部
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合 

清
沢 


22

－

０
８
４
５

わ
い
わ
い
書
道
教
室

　

正
し
い
文
字
、
美
し
い
文
字
を
習
い

ま
し
ょ
う
。
参
加
無
料
、
参
加
者
に
は

お
み
や
げ
が
あ
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

・
作
品
展
示
・
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が

な
、
自
分
の
名
前
、
お
手
本
を
鉛

筆
で
な
ぞ
り
書
き

※
後
援 

公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団

〈
問
合
せ
先
〉

　
松
栄
書
道
教
室  


23

－

４
０
０
５

「
夜
の
ア
ゲ
ハ
蝶
」
講
演
会
開
催

　

釜
臥
山
展
望
台
か
ら
見
る
む
つ
市
の

夜
景
は
、
日
本
夜
景
１
０
０
選
に
も
選

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
か
ら
「
夜
の

ア
ゲ
ハ
蝶
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号



( 2 4 )( 2 5 )

むつ市情報ポケット むつ市情報ポケット

〈
い
つ
〉

　
・
11
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
・
11
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
ど
ん
な
〉

　

朗
読
の
基
礎
に
つ
い
て

      

講
師 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

 

池
谷 

賢
一 

氏

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

11
月
９
日
（
土
）ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉Ｎ
Ｐ
Ｏ
熱
気
球


０
１
７

－

７
７
４

－

７
３
１
３

（
F
A
X
兼
用
）

 

子
育
て
メ
イ
ト
会
講
演
会

　
　
　
　
　

変
更
の
お
知
ら
せ

　

９
月
10
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
日

程
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
〉

　
11
月
22
日（
金
）下
北
文
化
会
館

　
・
講
演
会

　
　「
発
達
の
様
子
が
気
に
な
る

子
へ
の
関
わ
り
方
」

※
事
前
に
申
し
込
み
必
要

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
子
育
て
メ
イ
ト
会

葛
西


23

－

４
５
１
５

の
夜
景
を
さ
ら
に
魅
力
的
に
し
、
観
光

振
興
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉11
月
12
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

　
テ
ー
マ「
光
の
街
お
こ
し
」

講
師 

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー 

石
井 

幹
子 
氏

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
指
導
課

  


22

－

２
２
８
３

 

田
名
部
高
校
か
ら
お
知
ら
せ

    ○
授
業
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
月
）
〜
13
日（
水
）

午
前
９
時
35
分
〜
午
後
０
時
25
分

※
２
校
時
〜
４
校
時
の
授
業

〈
参
観
の
流
れ
〉

①
職
員
玄
関
か
ら
入
り
、
受
付
名

簿
に
氏
名
を
記
入
す
る
。

②
参
観
者
用
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
着
用

し
、
校
内
案
内
図
と
当
日
の
授

業
時
間
割
表
を
参
考
に
、
自
由

に
授
業
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

③
休
み
時
間
等
は
図
書
館
で
休
憩

で
き
ま
す
。
湯
茶
を
ご
自
由
に

ど
う
ぞ
！

※
校
舎
内
に
は
立
入
禁
止
区
域
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

県
立
田
名
部
高
等
学
校
教
務
部


22

－

１
１
８
４

○
定
時
制
社
会
人
向
け
入
試
説
明
会

〈
い
つ
〉11
月
21
日（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
高
等
学
校
応
接
室

〈
ど
ん
な
〉

・
入
学
試
験
説
明

・
校
内
見
学（
希
望
者
）

〈
対
象
〉

高
校
卒
業
資
格
を
得
た
い
一
般
社

会
人

〈
問
合
せ
先
〉

県
立
田
名
部
高
等
学
校
定
時
制 

小
川

（
午
後
１
時
か
ら
）

22

－

１
１
８
４

 

第
９
回 

む
つ
海
洋
・
環
境
科
学

 　
　
　
　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機

構
む
つ
研
究
所
、
公
益
財
団
法
人
日

本
分
析
セ
ン
タ
ー
む
つ
分
析
科
学
研

究
所
、
公
益
財
団
法
人
日
本
海
洋
科

学
振
興
財
団
む
つ
海
洋
研
究
所
、
独

立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
４

研
究
機
関
と
む
つ
市
お
よ
び
青
森
県

下
北
地
域
県
民
局
は
、
次
の
と
お
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
14
日（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
ど
ん
な
〉

４
研
究
機
関
の
事
業
、
研
究
報
告
、

座
談
会
「
研
究
活
動
と
地
域
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
」

〈
入
場
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

　
む
つ
研
究
所
内

　
　
む
つ
海
洋
・
環
境
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局


25

－

３
８
１
１

不
動
産
無
料
相
談
会
開
催

〈
い
つ
〉11
月
15
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
役
所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル

〈
ど
ん
な
〉

不
動
産
業
者
に
関
す
る
相
談
、
契

約
に
関
す
る
相
談
、
物
件
に
関
す

る
相
談
、
借
地
借
家
に
関
す
る
相

談
、
報
酬
に
関
す
る
相
談 

な
ど

※
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会 

下
北
む
つ
支
部
事
務
局


22

－

８
５
４
５

  

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

 　
　

  　
　
　

 

講
習
会
開
催

　

読
み
聞
か
せ
を
さ
れ
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 　
　
　
　
　

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
べ
こ
も
ち
教
室

〜
初
心
者
で
も
大
丈
夫
〜

〈
い
つ
〉11
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

〈
ど
ん
な
〉

ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
の
花
模
様
の
べ
こ

も
ち
を
作
り
ま
す
。

〈
講
師
〉り
ら
っ
く
す
ｍ
ａ
ｍ
ａ
東
通

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
方

〈
参
加
費
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す

〈
定
員
〉20
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
し
ぼ
り

〈
申
込
方
法
〉

ハ
ガ
キ
に
①
イ
ベ
ン
ト
名
（
べ
こ
も

ち
教
室
）②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏

名
・
ふ
り
が
な
④
年
齢
⑤
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ

い（
１
枚
に
つ
き
１
名
ま
で
）。

※
当
選
者
に
は
締
切
後
に
通
知

〈
申
込
締
切
〉11
月
12
日（
火
）消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
２
２
３

東
通
村
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

８
０
９

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

 


48

－

２
７
７
７

 

む
つ
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
開
催

〈
い
つ
〉11
月
24
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
受
付 

午
前
９
時
30
分
〜
）

〈
ど
こ
で
〉

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス
会
議
室
お
よ
び
し
も
き
た
克

雪
ド
ー
ム

〈
ど
ん
な
〉

福
祉
の
現
場
で
役
立
つ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

・
ア
ハ
体
験
、
脳
ト
レ
講
座

・
３
世
代
交
流
の
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー

ツ
に
挑
戦
（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、

ク
ッ
ブ
、
マ
ン
カ
ラ
）

〈
参
加
費
〉資
料
代
と
し
て
５
０
０
円

〈
そ
の
他
〉

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定
講
座
。

・
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
昼
食
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
・
下
北
地
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会


22

－

６
９
１
２

 

０
１
７

－

７
３
９

－

８
１
９
８

 thom
as09papa@

yahoo.co.jp

 

青
森
県
が
ん
患
者
支
え
合
い

 　
　
　
　

 　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

今
や
２
人
に
一
人
が
が
ん
に
か
か

る
と
言
わ
れ
る
時
代
で
す
。
が
ん
は

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く↓

下北文化会館・大ホール11月の催し物案内

    2日（土）～４日（月）  ………………………………《入場無料》
 平成 25年度 第 44回 むつ市民文化祭
    9日（土）14:30～ （14:00開場） ………………………… 《400円》
 下北吹奏楽団 第 11回定期演奏会 
 10日（日）9:40～ 11:30 …………………………………………《入場無料 》
 大湊幼稚園合奏発表会

13日（水）① 10:00～ 12:00　② 13:30～ 15:30 ……《入場無料》
 むつ税務署 平成 25年分年末調整説明会
16日（土）9:30～ 11:30 ………………………………《入場無料》
 こばと幼稚園 お遊戯会
17日（日）10:30～ 12:40 ………………………………《入場無料》
 こばと幼稚園・こすもす幼稚園・あたご幼稚園・横浜あさひ幼稚園　合同音楽発表会

〈詳しくは〉
下北文化会館 22-8411 http://shimobun.com

春 夏 秋 冬
短　歌

あ
る
時
は
切
子
模
様
を
思
は
せ
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
高
く
煌
め
く

布　

施　

汎　

子

朝
ま
だ
き
犬
吠
え
続
き
羚
羊
を
威
嚇
す
る
ら
し
鋭
さ
の
増
す

皆　

川　

妙　

子

止
ま
り
木
で
ラ
ー
メ
ン
す
す
る
若
者
に
ケ
ー
タ
イ
が
鳴
る
忙
し
き
か
な

相　

良　
　
　

茂

銘
柄
に
こ
れ
と
こ
だ
わ
り
な
い
け
れ
ど
孫
と
食
べ
れ
ば
う
ま
き
麺
か
な

菊　

池　

圭　

子

俳　句

ま
た
来
た
か
小
癪
な
奴
め
秋
の
蠅

山　

本　

角　

大

庭
々
に
木
槿
の
垣
根
苫
の
里

宮　

浦　

雅　

子

神
官
の
田
畠
見
廻
り
厄
日
か
な

雪　

田　

一　

石

秋
耕
や
農
の
母
の
手
皺
深
し

久
保
田　

和
加
子

学
舎
に
子
等
は
育
ち
て
一
位
の
実

杉　

山　

畝　

女

流
木
で
戸
締
り
番
屋
雁
渡
し

雪　

田　

一　

石

棒
稲
架
の
兵
馬
俑
め
く
北
津
軽

川　

口　

巖　

渓

鈴
あ
ま
た
転
が
る
ご
と
く
虫
し
ぐ
れ

奈　

良　

和　

子

八
十
路
坂
踊
り
納
め
の
秋
扇

橋　

本　

フ　

ミ

朝
顔
の
軒
端
に
も
る
る
子
等
の
声

石　

沢　

弘　

子

川　柳

不
揃
い
な
リ
ズ
ム
体
操
明
日
が
有
る

高　

橋　

星　

湖

頑
張
る
と
誓
う
心
に
リ
ズ
ム
音

織　

田　

澄　

香

復
興
の
槌
音
遠
い
老
い
の
耳

堀　

切　

の
ぼ
る

ご
ん
ぼ
ほ
り
宥
め
る
祖
母
の
心
太

漆　

舘　

灯　

火

つ
ち
お
と

な
だ

と
こ
ろ
て
ん

こ
し
ゃ
く

は
え

む
く
げ

と
ま

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

や
そ
じ
ざ
か

の
き
は へ

い
ば
よ
う

し
わ

し
ゅ
う
こ
う

た
は
た



( 2 6 )( 2 7 )

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

○
11
月
シ
ア
タ
ー
上
映

〈
ど
こ
で
〉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

①
午
前
10
時
〜
③
午
後
３
時
〜

「
宮
沢
賢
治
名
作
童
話
ア
ニ
メ
シ

リ
ー
ズ『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』」（
20
分
）

②
正
午
〜

『
ロ
ボ
ッ
ト
が
か
な
え
て
く
れ
る
夢

の
未
来
技
術
』（
25
分
）

○
11
月
つ
く
っ
て
た
い
け
ん

〈
い
つ
〉土
曜
・
日
曜
・
祝
日

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉つ
く
っ
て
た
い
け
ん

工
作
コ
ー
ナ
ー

〈
ど
ん
な
〉

『
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
万
華
鏡
を
つ
く

ろ
う
！
』

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要

○
理
科
実
験
・
観
察

〈
い
つ
〉日
曜

〈
ど
こ
で
〉探
求
コ
ー
ナ
ー

〈
ど
ん
な
〉

①
午
前
11
時
〜

『
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
』

②
午
後
２
時
〜

『
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
不
思
議
を
調

べ
よ
う
』

〈
問
合
せ
先
〉む
つ
科
学
技
術
館


25

－

２
０
９
１

http://w
w
w
.jm
sfm
m
l.or.jp/

m
sm
.htm

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、「
が
ん
＝

不
治
の
病
」で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
方
々
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
が
ん
治
療
中
の
方
や
ご

家
族
が
、
が
ん
を
知
り
、
が
ん
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
応
援
す
る
た
め
、

む
つ
総
合
病
院
の
ご
協
力
の
も
と
、
が

ん
患
者
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

・
講
演

「
乳
が
ん
患
者
と
〝
ひ
ま
わ
り
の

会
〞
（
乳
が
ん
患
者
会
）
と
の
関

わ
り
〜
決
し
て
一
人
じ
ゃ
な
い
」

　
　
講
師 

あ
い
ざ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

相
沢 

俊
二 

氏

・
県
内
が
ん
患
者
団
体
活
動
報
告

　
　

下
北
地
域
患
者
会「
な
ら
は
」 

ほ
か

〈
そ
の
他
〉

参
加
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
定
員

１
５
０
名
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
青
森
県
が
ん
・
生
活
習
慣
病
対
策
課

　
が
ん
対
策
推
進
グ
ル
ー
プ


０
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海
上
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隊
の
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ニ
タ
ー
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験
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な
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〉
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リ
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ー
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験
搭
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、
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衛

艦
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、
基
地
見
学
、
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湊
地
方
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加
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ー
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答
お
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び
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ニ
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ー
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議
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〈
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成
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年
４
月
か
ら
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〈
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法
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名
、
生
年
月
日
、
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別
、
職
業
、
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所
、
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番
号
を
明
記
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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込
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年
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金
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〈
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

   

　
　
　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ナ
ー
を
守
り
な

が
ら
、
み
ん
な
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

年
令
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
、
指
導
員
が
親
切
に

創
業
補
助
金
第
３
回
募
集

　

創
業
補
助
金
と
は
、
創
業
や
販
路

開
拓
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
や

雇
用
の
創
出
を
図
り
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

補
助
金
で
す
。

〈
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象
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起
業
・
創
業
や
第
二
創
業
を
行
う
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人
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

※
中
小
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業
・
小
規
模
事
業
者
の
み
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さ
ま
向
け
に
国
が
認
定
す
る
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門
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な
ど
の
助
言
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関
（
認
定
支
援
機
関
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を
伴
走
者
と
し
て
、
事
業
に
一
緒
に

取
り
組
ま
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る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
応
募
期
限
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月
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火
）必
着

〈
そ
の
他
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・
補
助
率
３
分
の
２

・
補
助
上
限
額
２
０
０
〜
７
０
０
万
円

・
補
助
の
下
限
額
１
０
０
万
円

〈
問
合
せ
・
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募
先
〉

（
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あ
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り
産
業
総
合
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ー
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０
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平
成
26
年
度
モ
ニ
タ
ー
募
集

〈
募
集
人
員
・
対
象
〉６
名

・
大
湊
基
地
周
辺
在
住
の
20
〜
67

指
導
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金
曜
日
の

午
前
９
時
か
ら
正
午

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

〈
ど
こ
で
〉し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

〈
参
加
料
〉２
０
０
円（
１
回
）

〈
そ
の
他
〉

防
寒
具
お
よ
び
内
履
き
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会 

藤
田


０
９
０

－

４
４
７
７

－

５
７
０
０

募
集
し
ま
す

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号

　市では、「地元の安全、安心、新鮮な農林水産物を地元で消費する」という地産地消

運動の推進を目的に、地元産品を積極的に販売する地産地消運動協力店が一堂に会し

たイベントを開催します。

　今回の感謝祭では、「ＪＡふれあいまつり」および「第 44回みんなの消費生活展」を

同時開催するとともに、さまざまなステージイベントが行われるほか、“むつ市のうま

い”が大集合しますので、ぜひご来場ください。

むつ市地産地消運動協力店感謝祭開催
11月 16日・17日は市役所本庁舎に“むつ市のうまい”が大集合！

〈いつ・どこで〉 

「むつ市地産地消運動協力店感謝祭」と同

時開催となります。

〈出展団体〉 

・むつ市消費生活センター

・むつ市消費者の会

・（公社）青森県看護協会下北支部

・青森ヤクルト販売（株）むつ営業所

・生活協同組合コープあおもり

・柳町婦人学級

・こぎん刺しサークル

　さまざまな消費者問題や毎日の暮らしに関する事柄をパネル展示等で紹介するほか、相談コーナーも設

置します。各コーナーとも趣向を凝らしてみなさまのご来場をお待ちしています。

第44回みんなの消費生活展同時開催

・むつ裂織サークル

・むつ市下北部会栄養士会

・日本赤十字社青森県支部

・むつ市赤十字奉仕団

〈その他〉 

・エコグッズ（アクリルたわし）

作成体験コーナー

・ムチュラン・ムチュリーの

オリジナルグッズがもらえ

るクイズラリー 〈詳しくは〉
市商工観光課商工労政担当

 22-1111内線 2643

わたしも

いきますわよ！

〈詳しくは〉
市産業政策課

 22-1111内線 2612

〈どんな〉 

・特売品販売

・ＪＡお楽しみ抽選会

・ムチュラングッズがもらえる

　ムチュランファミリーゲーム大会

・ムチュランソング＆ダンスショー

・インターネットライブ中継

　ＵＳＴＲＥＡＭ（ユーストリーム）で

　イベントの様子をライブ配信！

〈い　つ〉 11月16日（土） 午前 9時 50分～午後3時

17日（日） 午前10時～午後3時

〈どこで〉 市役所本庁舎開放エリア特設会場

市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（縦 5.2cm×横18.1cm） ………31,500円

☆下１段の1/2（縦 5.2cm×横 9.0cm）…15,750円

有料広告募集中！

〈詳しくは〉市秘書広聴課広報広聴担当 22-1111内線 2152
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　この日、海上自衛隊大湊航空基地の開隊57周年記念一般開放が同基地で行われ、多くの市民が訪れました。

　一番人気のヘリコプター体験搭乗では、競争率4倍の抽選に見事当選された方々が、市内を空から眺めるという、な

かなか体験できない空の旅を満喫しました。

　他にも音楽隊のコン

サートや子どもたちが跳

ねて遊べるエアドームが

人気を集めていました。

ある日、どこかで… 

9 月 27 日（金）　市総合防災訓練 川内地区で実施

　市ではこの日、防災体制の強化および地域住民の防災意識の高揚を図ることを目的とし

た市総合防災訓練を実施しました。

　訓練は、市内で青森県東方沖を震源とするマグニチュード8.2 の地震が発生し、震度

6強を観測、陸奥湾沿岸に津波警報が発表され、川内地区

および脇野沢地区沿岸は津波被害発生のおそれがあると

の想定で行われました。

　会場となった川内港では、緊急交通路確保訓練や負傷

者救助・救出訓練など21項目にわたる訓練が実施され、27機関・団体が参加しました。

　参加者は災害発生時において実施すべき応急対策等を迅速かつ的確に行えるよう各種

訓練に取り組んでいました。

　市では、公共施設等についての関心と理解を深めていただくことを目的に毎年、市施

設等見学会を実施しています。今年は脇野沢地区での開催で 35名の市民のみなさまに

ご参加いただき、焼干し作りの作業や木造和漁船が収蔵保存されている九艘泊地区の船

小屋休憩所、いのししの館、野猿公苑などを見学しました。

　また、当日は夢の平成号での鯛島周遊も予定していましたが、波が高く一周すること

はできなかったものの、海上から鯛島を間近に見ることができました。

　参加者からは、「むつ市に住ん

でいても知らない所を見学できて良かった」、「とても良い企画

だった」、「鯛島を一周することはできなかったけど、焼干し作り

作業など見られて楽しかった」などの感想をいただきました。

　市では、来年度以降も市内各地区の公共施設等を知っていただ

くために、魅力ある施設見学会を開催していくこととしています。

　10月1日（火）ゆるキャラ（R）グランプリ2013に立候補しているムチュランファミリーの得票アップ対策本部会議が開か

れました。会議では「Discovery むつ project」のみなさんと連携し、ＰＲ活動を強化することが話し合われ、人出のあるイベ

ントでの選挙活動実施が決まりました。みなさんも本号2ページを参考に、ぜひムチュランファミリーへ投票してください。

10 月 3 日（木）　市施設等見学会実施

ゆるキャラグランプリ ムチュランファミリー選挙運動中

9月 11 日（水）　むつ市防犯協会大畑支部タスキ寄贈
9月 25 日（水）・26 日（木）　 交通安全街頭指導およびあいさつ運動

　9月11日（水）むつ市防犯協会大畑支部（笠嶋武夫会長）は、青少年の健全育成活動にと、

大畑町青少年健全育成協議会（中嶋康夫会長）へ地域安全運動支援のためのタスキ70本

を寄贈しました。

　同協議会は、大畑地区で年2回、各種団体の協力のもと『交通安全街頭指導およびあ

いさつ運動』を実施してい

ます。

　今年は9月25日（水）と

26日（木）の2日間行われ、参加した協議会員らは寄贈い

ただいたタスキをかけて通学路に立ち、元気にあいさつ

する子ども達の姿を各所で見守りました。

　大平中学校 3年生が、修学旅行の自主研修の一環として、東京都江東区の亀戸香取勝運商店街にあるアンテナショッ

プ「青森物産ショップむつ下北」と「亀戸梅屋敷」で、むつ市の物産を販売し「むつ市のうまいは日本一！」のＰＲに一役買い

ました。物産販売に挑戦したのは3年1組 A班の川仁沙良班長以下11名で、「人前で大きな声を出すのは恥ずかしかっ

たけど、だんだん楽しくＰＲすることができた」「最初は通り過ぎる人が多かったけど、心に響くようにアピールしよう

と試みたら、多くの人が立ち止まり質問してくれた」などと感想を述べていました。

9 月 12 日（木）　大平中学校修学旅行 亀戸で物産販売に挑戦

9月 23 日（月）　大湊航空基地一般開放

２０１３年１０月２５日号２０１３年１０月２５日号
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ある日、どこかで… 

10 月 6 日（日）　鹿島アントラーズサッカー教室

　昨年度に続き、今年も鹿島アントラーズサッカー教室がしもきた克雪ドームで行われました。

　アントラーズからは、元日本代表の小笠原満男選手、本山雅志選手、そして本県出身の柴崎岳選手が来てくれました。

市内外から約350名が参加し、父兄らも含め500名以上となった会場は大盛況となりました。

　子どもたちは、日本代表で活躍した二人と、将来の日本代表を引っ張るであろう柴崎選手の指導を受け、「いつか自

分たちも日本代表にりたい」と夢を膨らませていました。

　今年7月にオープンした「みどりのさきもり館」を

会場に、9月 28日（土）おでかけ市長室大湊地区編

を開催しました。

　周辺にお住まいの方や大湊・西通り方面の町内会

長など30名の方の参加をいただきました。

　宮下市長から「北の防人大湊地区都市再生整備計

画事業」の構想や事業の背景、現在の状況、今後の

整備予定について説明があり、普段から水源池公園

を利用している参加者は、市長の説明を興味深げに

聴いていました。その後、秋晴れの中、参加者は市

長と一緒に担当職員の説明を受けながら「観光交流

センター」や「展望台」の整備予定地等を歩いて見学

しましたが、完成予想図を見ながらの説明で実際の

建物をイメージできたようでした。

　みどりのさきもり館に戻ってからは、市政全般に

ついて懇談があり、大湊地区の課題等について意見

交換を行いました。

おでかけ市長室 大湊地区編inみどりのさきもり館 開催 !

 ●  編集・発行　むつ市総務政策部秘書広聴課   0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　   info@city.mutsu.lg.jp
    http://www.city.mutsu.lg.jp
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）

２０１３年１０月２５日号

総人口 62,550 人（＋ 40人） 総世帯数 29,382 世帯（＋ 60世帯）

むつ地区 48,433 人（＋ 89人） 川内地区 4,526人（－ 10人）

大畑地区 7,748人（－ 27人） 脇野沢地区 1,843 人（－ 12人）
（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 10月1日現在） ※住民基本台帳による
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